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１．温泉地の変遷 

 

保養地？ 湯治場 観光地  

 

【背景】 

 

 高齢社会の到来 ＝ 時間とお金のある高齢者の増加 → 健康に対する関心の増大 

（身体によい旅行） 

 旅行に対する志向の変化 ＝ 物見遊山型 → 体験型 → 滞在型？ 

（心によい旅行） 

 

２．温泉地を形成するもの 

 

 温泉 

 自然 

 人 

 食 

 文化 

 

３．温泉地をめぐる諸問題 

 

 観光客の減少 → 温泉地の弱体化（老舗旅館の廃業・譲渡、温泉旅館の業態転換） 

 滞在型温泉地化への対応不十分（地域の食や文化の魅力を伝えられているか？） 

 温泉地を健康増進に活用する人材の不足（総合コーディネーターがいるか？） 

 

 

 

 



４．健康と温泉との関係を見直す動き 

 

(1) 温泉療養保険システム（実証実験中）（大分県竹田市） 

 

 温泉療養を体験する３泊以上の滞在者に入浴料と宿泊料の一部を助成する制度 

 竹田市観光ツーリズム協会内に設ける温泉療養保健組合が滞在者に温泉療養パスポート

を発行し、滞在者は後日、所定の台紙に利用した温泉施設と宿泊施設の領収書を貼り、助

成金を請求する 

 入浴料は一回につき上限 200 円、宿泊料は 500 円の助成を受けられる 

 温泉療法専門医の診察等を受けることも可能（長湯温泉 伊藤医院） 

 

 

 

 



(2) 妙高型自然活用ウェルネス特区（申請中）（新潟県妙高市） 

 

 妙高市特有の気候や豊富な温泉などの自然、環境等の地域資源が潜在的に持つ医学的価

値を有効に活用するとともに、他の地域資源とともに地域全体で付加価値化し、今後到来す

る超高齢化社会への対応や医療費の抑制、停滞する観光産業の立て直しを図り、住む人も

訪れる人も健康になれる「健康保養地」を目指す仕組み 

 医学的なエビデンスに裏付けされた気候療法や温泉療法の推進、生命の森クロスカントリー

コース整備事業などにより、「プログラム化」「環境づくり」「人材育成の場」を構築する 

 運用に当たっては、診療所や厚生連けいなん総合病院、県立妙高病院と連携する（温泉療

法専門医がいるかどうかは不明） 

 温泉ソムリエ、自然ソムリエ、森林セラピスト、妙高食ソムリエなどの人材を活用する 

 病気療養により 10 日以上引き続き入湯する場合の 11 日目以降の入湯税の減免、保険外併

用療養の範囲の拡大なども提案 

 

 

 

 



 

 

５．温泉を健康増進に活用するための課題 

 

 温泉療法専門医による適切な指導 

 温泉地を総合的に健康増進に活用できる人材の育成（各種専門家、総合コーディネーター

の育成） 

 

以  上 


